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各位 

 

いつもお世話になっております。 

メタフロンティア合同会社の柴田賀昭です。 

 

弊社が関わる業界団体の活動に関し、ファイルベース関連のトピックや 

セミナー情報、その他各種ご案内などを不定期にてお届けいたします。 

 

- 本メールの転送はご自由です。まわりにご関心をお持ちの方が 

 いらっしゃいましたら、どうぞ遠慮なくご共有ください。 

 

◆AMWA(Advanced Media Workflow Association) ━━━━━━━━━━━━━ 

 (今回は特にありません) 

 

◆EBU(European Broadcasting Union) ━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

- EBU メンバーに対して、ライブにおける IP/IT ネットワークの利用状況の 

 調査が実施されました(1/30 に締切済み)。 

 https://www.surveymonkey.com/s/networkedstudio 

 

- 3/27(水)-28(木)に Geneva で開催予定の BroadThinking 2013 のプログラムが 

 発行され、現在参加者を募集中です。 

 http://tech.ebu.ch/events/broadthinking2013?newsletter_january2013 

 

- FP7 プロジェクトの一つである MUSCADE(MUltimedia SCAlable 3D for Europe) 

 の報告会を兼ねたワークショップが、3/21(木)に Berlin にて開催されます。 

 http://tech.ebu.ch/events/muscade2013?newsletter_february2013 

 

- EBU 恒例の年次イベントである Network Technology Seminar 2013 が、 

 6/25(火)-26(水)の日程で Geneva にて開催されます。 

 http://tech.ebu.ch/events/nts2013?newsletter_february2013 

 

- VRT を始めとしたベルギーの放送局で、EBU ラウドネス規格 R128 に準拠した 

 放送が始まりました。 

 http://tech.ebu.ch/news/loudness-lift-off-for-flemish-broadcaste-09jan13?newsletter_february2013 

 

- EBU Technical の活動を紹介した Tech Review に、地上波の将来技術を 

 議論した"Future role of broadcasting"なるタイトルの記事が新たに追加 

 されました。 

 http://tech.ebu.ch/docs/techreview/trev_2013-Q1_Broadcasting_Beutler.pdf 

 

◆FIMS(Framework for Interoperable Media Systems) ━━━━━━━━━━ 

- FIMS Technical Board の F2F 会議が 1/28(月)-30(水)の日程で Geneva にて 

 開催されました。 

 http://wiki.amwa.tv/ebu/index.php/FIMS_DEV_20130128 

 

◆SMPTE(Society of Motion Picture and Television Engineers) ━━━━━ 

- SMPTE Monthly Newsletter 2013 年 1月号が発行されました 
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http://myemail.constantcontact.com/SMPTE-Monthly-Newsletter-January-2013.html?soid=1109962569416&aid=pFu

qs34S-WM&goback=%2Egde_71716_member_205990690 

 

- 6/18(火)-19(水)にスタンフォード大学で開催予定の ETIA (Entertainment 

 Technology in the Internet Age)が、参加者を募集中です。 

 

http://www.cvent.com/events/entertainment-technology-in-the-internet-age/event-summary-31773d8f3430414ca

5621b06fea74260.aspx 

 

- 2013 年度 SMPTE 年次技術会議が発表論文の募集を開始しました。 

 

http://campaign.r20.constantcontact.com/render?llr=iwnzoxjab&v=001rq5EDIUvnj479qNPZyU_Ox9XDTOJYjplwFKITN

tynKh2OTkPWn6VQaoTVbR3zAa4BkOOlnM2EONkZuEy_ouj4X8iHpXtWKiVdE85VF5UEOepMGO937Le_2MQ5Q0Qt_ROcZwqGFwot2Zzxd

DIOxSPaOnsVXd4rbz1UP6S1JiOKpr8uKtb-R57z2uRVwKBD4nBEdPoYREiLb3HeZd_ihdIbxb9RtNVZhxOWLZ0mJZ4YGO3zYmzuojrBw

gGybZJvhaBiaH5w93eOFL58UJvI6YTZez791NmeB5bkSnRkoBXp20IlLBcaSmUqqPU-dNN84tu_GV7iUe4AoQRtkRhqEHRNw%3D%3D 

 

- SMPTE Newswatch 2013 年 1 月 31 日号が発行されました。 

 

http://campaign.r20.constantcontact.com/render?llr=iwnzoxjab&v=001yqHNAgdI3Xin6xOgqQxsWJmyxLuF13-77dfsIV

9KUo2rXmA66bN-_MY-VZNvfbnS8BWKLRi1ZuPE8wr5qpPyaR9rMxtv8wq9aEiW5RwQhn7RuPrtVaKgH5lQGq6M9zK9HO9-RhGpE9SkG4

yJvTbgthx_OQ-U6Y55orFkvqtkp32R4DDiXez4hvZ1Kl74ZdXAEnfL6mKJ9MfE3cjfBCXOEgjZwkVZYPKucZC0CW70itSziENzgD62tA

e09R4oenlj_dknuZ8Vp_ikycuTATNPbW3j23d8Do0zYck73jIf17q1-O0OD2wfN_Bzb81yuBVyovoyVWgxfRo2XRNE_9_A06Ri4gU5xQ

KesiP9Sioh6g_3df9q18z71_xw7a-oI5mY2_9V-iApJ1o%3D 

 

◆その他 ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

- ITU-T が次世代コーデック H.265/HEVC を正式承認しました。 

 

http://www.tvtechnology.com/news/0086/nexgen-hevc-video-standard-approved/217438?goback=%2Egde_71716_mem

ber_208535545 

 

- ABU Technical Review 2012 年 10-12 月号が発行されました。 

 http://content.yudu.com/Library/A20lul/TechnicalReviewOctDe/resources/1.htm 

 

- Mr. MXF こと Bruce Devlin 氏(AmberFin CTO)による無料オンラインセミナー 

 "Bruce's Shorts - Tip of the Week..."が、好評配信中です。 

 http://www.amberfin.com/shorts/jp 

 

◆メタフロンティアからのお知らせ ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

(新着情報: http://metafrontier.jp) 

 

- 弊社が SMPTE に提案し、進行中の「UMID 応用プロジェクト」(TC-30MR SG 

 UMID Applications)において、UMID 応用原理(案)や様々な UMID の応用事例 

 を記載した中間レポートを、上位 30MR 技術委員会(TC-30MR)に提出しました。 

 現在、同 TC において当該レポートのレビューが進められています(追って、 

 概要を紹介させていただきます)。 

 

- MXF(Material Exchange Format)の出張セミナー、引き続き好評提供中です。 

 "MXF は初めて"という方々を対象に MXF が絡むビジネス判断をおこなう上で 

 必要とされる MXF 技術の基本知識の習得を目的とした「基礎編」と、 

 これから本格的に SMPTE の MXF 関連規格書を読みこなしていく方々を対象に、 

 その前準備として必要とされる MXF 技術の全体像の把握を目的とした 

 「応用編」をベースに、御社のニーズに応じたかたちにカスタマイズして 

 提供させていただきます。 

 その他、ご要望により XML(eXtensible Markup Language)の基本や FIMS 等の 

 技術セミナーにも柔軟に対応させていただきますので、まずは弊社 

 (info@metafrontier.jp )までお気軽にお問合せ下さい。 

 

今回のご紹介は以上です。 
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ここまでお読み下さり、ありがとうございました。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

本メールは、弊社スタッフがこれまでに名刺交換させていただいた方や、 

弊社 HP からのお問い合わせの際、アドレスをご登録いただいた方などに 

お送りしております。 

 

配信停止を希望される方は、お手数ではございますが本メールに対して 

返信操作をして下さい(宛先: newsmail@metafrontier.jp )。その際、 

一行目に「配信停止」と記入していただければ自動的に削除されますので、 

どうぞご遠慮なく。 

 

また本メールを転送などで受取られた方で、今後の受信を希望される場合は、 

一行目に「配信希望」とご記入の上、お名前、会社名(あるいは所属組織名)を 

添えて下記宛先にご連絡いただければ、次回から送信させていただきます。 

また本メールに関するご意見、ご感想などがございましたら、こちらも下記 

メールアドレス宛にお送り下さい。 

(宛先: request4newsmail@metafrontier.jp )。 
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